
　
優
秀
施
工
者
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
顕
彰

（
建
設
マ
ス
タ
ー
）
を
受
け
ら
れ
た
武
田
建

築
の
大
工
・
武
田
幹
夫
さ
ん（
今
泉
・
65
歳
）が
、

10
月
21
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に

受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。 　

　
武
田
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
４
月
に
大
工
見

習
い
と
な
り
、
昭
和
56
年
４
月
に
武
田
建
築

と
し
て
独
立
。
技
能
競
技
大
会
に
何
度
も
出

場
し
て
技
術
を
磨
き
、
木
造
軸
組
在
来
工
法

に
よ
る
一
般
住
宅
を
数
多
く
手
が
け
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
現
在
は
北
秋
田
共
同
高
等
職

業
訓
練
校
の
講
師
も
務
め
ら
れ
、
後
進
の
育

成
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
武
田
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
県
産
ス
ギ
を

使
っ
た
特
徴
あ
る
家
を
作
り
、
師
匠
か
ら
教

わ
っ
た
技
術
を
若
い
人
に
伝
え
て
い
き
た

い
」
な
ど
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

▲国土交通大臣顕彰の喜びを語る武田幹夫
さん

優れた技能を持ち後進を指導 ●武田幹夫さんに国土交通大臣顕彰

　
第
３
回
Ｊ
Ｂ
Ｎ（
全
国
工
務
店
協
会
）
技

能
競
技
全
国
大
会
で
優
勝
し
た
庄
司
琢
磨
さ

ん
（
惣
内
・
32
歳
）
が
、
11
月
２
日
に
市
役

所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に
全
国
優
勝
を
報
告

し
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
大
工
職
人
の
技
能
と
技
術
を
磨

く
こ
と
を
目
的
に
平
成
25
年
か
ら
開
催
さ
れ

て
お
り
、
庄
司
さ
ん
は
一
級
建
築
大
工
技
能

士
レ
ベ
ル
の
リ
ー
ダ
ー
部
門
に
出
場
。
各
自

が
作
成
し
た
図
面
を
基
に
２
日
間
で
屋
根
小

屋
組
の
軒
回
り
を
製
作
し
、
図
面
の
創
造
性

や
難
易
度
、
製
品
の
精
度
や
完
成
度
を
競
い

ま
し
た
。

　
庄
司
さ
ん
は
「
開
始
前
は
非
常
に
緊
張
し

た
が
、
競
技
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
落
ち
着
い

て
や
れ
た
の
が
よ
か
っ
た
と
思
う
」
と
大
会

を
振
り
返
り
ま
し
た
。

▲優勝を報告する庄司琢磨さん（写真中央）
と勤務先の菊地技建の菊地欣一社長

磨いた技術で全国一に ●庄司琢磨さんが技能競技全国大会で優勝

　
鷹
巣
駅
横
屋
台
ま
つ
り
が
、
11
月
７
日
と

８
日
の
両
日
、
鷹
巣
駅
前
で
開
催
さ
れ
、
大

勢
の
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
屋
台
ま
つ
り
は
、
鷹
巣
駅
前
商
店
街
の
若

手
店
主
な
ど
で
組
織
す
る
「
北
秋
田
遊
地
祭

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」（
髙
坂
一
雅
代
表
）が
、

に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
よ
う
と
、「
北
秋
田
市

中
心
市
街
地
に
ぎ
わ
い
再
生
支
援
事
業
費
補

助
金
」
を
活
用
し
て
開
催
し
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
、
馬
肉
の
煮
込
み
や
き
り
た
ん

ぽ
な
ど
を
販
売
す
る
約
20
の
屋
台
や
、
家
具

や
雑
貨
な
ど
を
販
売
す
る
約
15
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
出
店
し
た
ほ
か
、
太
鼓
や
ア

マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
演
奏
も
披
露
さ
れ
、
イ

ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
後
に
は
花
火
を
打
ち
上
げ
、
華

や
か
に
イ
ベ
ン
ト
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

▲雨が降るあいにくの天候のなか、多くの
来場者でにぎわった８日の屋台まつり

中心市街地のにぎわいを創出 ●鷹巣駅横屋台まつり

あ
じ
さ
い

～公共交通機関を利用してみませんか？～

ないりっくん＆
森吉のじゅうべぇ秋歩くん

　市民の皆さんに公共交通機関をより便利に利用していただくため、市内の主要な施設へ
のアクセスを分かりやすく紹介していきます。
第２回 『乗合タクシーを利用した北秋田市民病院への行き方』【合川・森吉地区】
１．増沢・市民病院線乗合タクシー（予約の必要はありません）１．増沢・市民病院線乗合タクシー（予約の必要はありません）
■《運行日》 毎週月・火・水曜日　《片道運賃》 300円～ 600円（増沢－市民病院で600円）

北秋田市民病院

【帰りの運行時刻】　市民病院発11：30 又は 13：00 → 各集落着

下
杉
集
会
所

﹇
下
杉
﹈

丸
冨
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材
店

﹇
川
井
﹈

丸
冨
建
材
店

﹇
川
井
﹈

公
衆
電
話

﹇
松
ヶ
丘
﹈

公
衆
電
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松
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高
橋
商
店

﹇
八
幡
岱
﹈

高
橋
商
店

﹇
八
幡
岱
﹈

２．市民病院南線デマンド型乗合タクシー（予約制）２．市民病院南線デマンド型乗合タクシー（予約制）
■《運行日》 毎週月～金曜日　《片道運賃》 300円～600円
　　　　　　　　　　　　　　　（本城－市民病院で600円）

ご利用方法（Ｑ＆Ａ）

Ｑ：乗合タクシーとはどのような乗り物ですか？
Ａ：路線バスが無い地域において、タクシー車両を使用して乗合で運行する公共交通のことです。　　
路線バスのように決まった時間・場所に停まるものと、利用者の予約に応じて自宅等から目的地まで

運行する「デマンド型乗合タクシー」の２種類があります。

Ｑ：誰でも利用できますか？

Ａ：どなたでもご利用いただけます（ただし、デマンド型乗合タクシーは事前の「利用者登録」が必要
ですので、市役所総合政策課政策係☎62-6606へご連絡ください）。

Ｑ：乗合タクシーは片道だけでも利用できますか？　また、通院以外でも利用できますか？
Ａ：片道のみでもご利用いただけます。また、お見舞いや路線バスへの乗継等にもご利用いただけます。
「増沢・市民病院線」は合川駅にも接続していますので、内陸線への乗継も可能です。

Ｑ：市民病院南線デマンド型乗合タクシーの予約方法を教えてください

Ａ：利用したい日の前日までに、タクシー会社（合川タクシー☎78-2522）まで電話で予約します。電
話ではデマンドタクシーを利用することと、「地区名」、「お名前」、「乗車する日」をお伝えください。

帰りの便は２便ありますので、受診時間などに合わせて選択してください。予約をやむを得ず変更・

キャンセルする場合は、速やかにタクシー会社へ電話で連絡してください。

合川駅
７：52

７：32 ７：34７：34 ７：37７：37 ７：39７：39 ７：42７：42 ７：44７：44 ７：55７：55

8：05着

予約に応じて
各集落から７：20～
７：50頃出発

上杉上杉

8：00着

道城向本城本城・
御嶽

福田・
新田目
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﹇
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﹇
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﹈

【帰りの運行時刻】市民病院発11：53 → 合川駅着12：14 → 増沢着12：29

≫≫≫≫ ≫≫≫≫ ≫≫ ≫≫ ≫≫ ≫≫

【お問い合わせ】　総合政策課政策係　☎62-6606
【デマンド型乗合タクシーの予約】　合川タクシー（資）　☎78-2522【デマンド型乗合タクシーの予約】　合川タクシー（資）　☎78-2522
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